
1年次
数学や物理などの自然科学をベースとした工学基礎に加えて、
「コンピュータ基礎」や「電子情報システム基礎演習」など、超
スマート技術の基盤になる科目を学びます。

2年次

「基礎電子回路」｢電気磁気学」「情報通信基礎」など専門基礎を
学びます。また、電子情報システム実験を通じて、超スマート社
会を実現するための知識や経験を身につけます。

3年次
IoT機器の心臓部となる電子回路の設計・製作、情報ネットワーク
の構築、プログラムの作成を通じて、ハードとソフトの両面で専
門知識とスキルを身につけます。

4年次
｢卒業研究」に取り組み、これまで学んできた知識やスキルを体系
化し、超スマート社会を創造できる実力を身に付けます。

学びのステップ

課題解決型学習（PBL）の導入

毎年，夏に１０日間にわたって，台湾・
中国の大学と合同でマイコンセンサカー
等を設計・製作するプログラムを実施

国際PBL（夏季集中イベント） ネットワーク工学の知識を

情報インフラの仕事で発揮したい

本学科の国際PBLに参加したことでコミュ
ニケーションやものづくりで自信を深める
機会になりました。台湾や中国の学生と共
同で水上ロボットを動かす取り組みで、こ
のとき私はロボットが目的に応じた動作を
行うようにプログラミング
を担当しました。英語での
やりとりや異文化の理解な
ど、とても貴重な体験とな
りました。

Richard ONGKO君
（大学院修士課程１年生）

入学後、すぐにロボットプロジェクトに参加しました。学科を越え、たくさんの日
本人の友人ができたことや、学科の授業で学んだことを実践・応用する場として活
動することができたことなど、大きな財産になりました。

プロジェクトでは、レスキューロボットコンテストに出場するチームに所属し、人
を救い出すロボットを作りました。ソフトウエアと電子回路を担当し、救助者を傷
付けない精密な動きや一部の動きを自動化するプログラムの構築など、多くのこと
を学ぶことができました。

「inrevium杯 第１９回レスキューロボットコンテスト」では、騒音の中から救助者
（人形）が発する音を正確に聞き取るため、オリジナルのノイズキャンセリングシ
ステムを構築し、レスキュー工学大賞受賞に貢献することができました。

ロボットプロジェクト 資格取得の支援 充実した就職支援体制



過去３年間の業種別就職割合 大学院へ進学することで
高度な専門職への道が拓く

統計によると理工系大学の学生の約４割が大学院へ進学し，そ
のうちの約８割が技術系専門職に就職しています．特に大手企
業の理工系採用では大学院を修了した人材を積極的に採用して
います．

留学先では原子層薄膜の作製プロセスや，これを使ったデバイスへ
の応用など，日本にはあまりない技術を学ぶことができました．日
常生活では，多様なイベントや行事を楽しみ，様々な国からきた人
の文化や考え方に触れ，刺激的で貴重な時間を過ごしました．

そしてなにより，自分から主体的にアクションをとることが大切で
あることを体験的に身につけることができました．渡航前には長く
思えた留学期間は，終わってしまうとあっという間でした．

この充実した経験を糧に，将来は海外でも活躍できるようになりた
いと思っています．

生産設計は、より速く、正確に、数多く生産する方法を考える業務。

効率の良い方法を導きだす緻密さと検証を繰り返す粘り強さが必要です。

学生時代、研究で培った根気強さが、ここで生きています。また、光通信の光源は
半導体のチップで作られていますので、身に付けた半導体の知識がとても役に立っ
ています。一つの部品の不具合は、製品の不具合につながりますので、製品全体の
責任を背負って携わることが大切です。

今後、通信速度はさらに増し、高速化が進みます。
製品にもより高い技術と精密さが求められます。
そのようななかで、いかに高い精度で生産してい
くかを、これからも追究していきたいと思います。

光通信デバイス機器用部品の生産設計を担当

生時代の学びが
部品一つひとつの重要性を
教えてくれる

バイオセンサで病気を防ぐ研究方法や

国際支援の経験を世界レベルの企業で活かしたい

私が大学院へ進学したのはより多くの専門知識を修
得したいと考えたからです。本学には研究に使用す
るための大型装置がいくつもあり、それらを駆使す
れば、専門知識に基づくものづくりを行うことがで
きます。そんな学びの環境で私が取り組んだのは、
次世代バイオセンサづくりです。

さまざまな経験や身に付けた知見
を生かして、将来は国内外を問わず、
エレクトロニクス産業におけるイノ
ベーションの先導に携わりたいと考
えています。
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文章を書いたり写真を撮ったりする際に、
人はどんな情報をインプットし、作品と
してアウトプットするのか。同じものを
見聞きしても、人によって感じ方が異な
る感性のメカニズムに注目し、AI(人工
知能)による人の創作物をアシストする
システムの研究開発を行っています。

人が創造する際の感性の働きを数値化し
てデータとしてAIに大量に記憶させるこ
とで、「画像処理」「自然言語処理」
「機械学習」など、AIによるさまざまな
アシスト機能の実現をめざします。

電子情報システム工学科
研究室紹介サイト

是非QRコードよりアク
セスしてください

本学科は，超スマート社会の時代に
求められる専門職業人の育成に力を
いれています。

ハードウェアとソフトウェアの両面
で知識や経験を身につけていただき，
産業界で活躍できる人材を世に送り
出せるよう支援します。


